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第1表　養護・非行相談の年齢区分別推移（構成割合）
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当然の懲酬界容鰹黙尊の家麟第は・孫殺縦瞬醸瀦護院に収容陣研ス
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に好麺黙騰を結ぶ一とを葵本と己っっ一購…

載翰騨あう璽嚇轡蛸鰍髄飽鮎
る。　雷　　　　　l　　　　　　」昌　　　　　」
　　ロ　教護院犀牽るケ7スに，は一潮匡行歴が長く、重劇ピじ牽
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後必要かも知れない。あるいは両者の機能を合わせもつ

ような新しい機関を新たにつくることはできないだろう

か。
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　ことが切望される。
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を鍵各児概捌る取り靴時卿題働隊麟
蝋鮪戯癩所見齢襯沸還等冤て検討

　を加え，一寡後ゐ非行防止への指針に役立て牟い。

　　　　　　の　二夷ぢ衷お簗麺（男2L．女6）に？レ⊃て蓼目牙墜検討

　してみ盗 ξ　養1　’

　三）晦韓＝朴　　　　・｝、 』　』い・・1

　∵7灘に広蒙ゐ意味の罪行摩の養とであるご柔の零容に

』ρ牌鰍拠出して非徽向を示堤・鄭麹とお
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雛騒鷺簸藩鯛題卿遇セ終轡1蝋騙
主に離脇欝獺にゆ醗ち終賭繍例轡猷
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神病の父親，こ乱、情夫筋る親蕩据向然にしれ・鏑親等
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父1，叔母1であり，これはとりたてて多いことではな
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懲撫灘箱織騨轟・・両親の性

格盛非行児の性稻等がぢみ気許的確な分演友び検討廣な

され‘ザ判定され姻》る雄3ぐ5三螺》：∵ll∵』111』『1・1・・

5）魂遇櫃過獄誤灘さゼ〔鷺誕』
殊各児相におい紀総合所見に従ら宅それぞれ勉遇され替

中には改善され乏係る毒の詩文頑固に非行を続け宅》～る

もの等がある。事例によっては一時保護をし之後穿激護

院ぺ送ぢ短・り，，又戻じ盤時職編など念をズ紋の

処齢み・醸るぢ切翻關瀕を鍍離設俸敦灘
6評共蒔保護拍沖子磐竃め懸理治療5 ，卜生活指遺競ホギ

モシザ壬遊あり ‘～・親ゐ面蟄指導を併笹行ら七恥塔竜のマ

でおる。，鵠義心際’冬 二競懸暦宝宇弓㌧画午・3・』☆ u苧二〕脈二～

二尺以上が少卵事例迩はある ボ〆・児相で叛ぢた年少者非特

の概観セあるぶ豊れ潜繋爺牌1茄1緊　 二ご 1＝粉、｛叔・づ

名①県非行を行む子セもぼ性稻的臣商題がある。！ぞれ薮

生来的な性格が群塗脊過程に俵る1ものかは事例毎比様オ』

筋靱励じ秘塗蒲締確格倣め魏見競
ぢな》》誰

31 ．〉く畢・葦ン敷献（黛葎裕（鰯麟㍑・1ン1』弘強懇

塁②㌃家族の複雑壊ピ磐ぼ争どむに問題行動を起さ息や

す‘5診特に，シ両親共文ほ6ずれが容養交母蝕おお場谷飛

多‘～罫ごめ鵡例めボには里亭忙田され《非行を行ら箆箆
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岬、本緯合愛資研兜翫紀要・ ・．、、牟第玖集1・ど

萄・羅鞭鞭曝さ，嫉鰹鱒クミ，、，迄熊類駒に

脚概曇簾簡勲瞬嘩．め∫や溺．とヤ，、う鱗
炎墾｝倉らで嫉な蟄蕉る鱒｝。 。，猟学振、ミ，』 ぐニン，、1二

虹⑧3面輝り準推や日常の行動腓子～鮪頓聞題行勲を起

誉せやま施蕊9事興㊤腿ヨヰ獲客母犀育てら勉な場合

が多いため輔っ て・曜の騰蛎璽織難鉱む
しての手本にならなヤ’・従って・行勘鵜醐断瞭

な軸6還・5醐と・鑓繋卿係輝敵麟細が
葎≦べ≒常慌子ゼ歯Q歌求礪溝ざれず癒糟襖斡飢餓黙懸燐

塗a苔野うむ末？そや下呑？モ璽非便舅灸較；ζも，1、無

難顛勲羅舜鵜瀦鱒精神鰹敏．駄う
嫉類興稼定鰍欝軸込ま爆嫉う．始畢
にな訟だう勲・。自』』江〔↓意，きタ鹸、1、≧1

二婿 〆i・～、1、・ミ譲

　こgようにみてくると，非行を行うそξ画英．7p樵頂

は・その両親好どもの敵聾鰻脅岬騨礁し
てい多よう．に思われうg従っ置馨φ図管蒙商題み器畜家

鷹づいては煤ども噸脚こチ呂畝 隣、 ｝醐を

解し黛職，羽誓は鞭だろうか・それ鱗鉱1地

即聯砺吻鷲黛・レも噸でおる澗棚中心
』頃り激醸駐、綜脚臨織関が一体。とならて
非行防止の墨澱藍礁う羨≧が♪現在の重要課題そ醸ない

だろうか。’　　　自、」iべ　　；一　⊃『㌧賦減1 』’ ～払
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤド　レW 鯉による謝 r…－』闇” ｛i』了ガ』 了』

乳．

　、、註、、，鯨崖≦鱒を耀鷲女鰻創ご｝、、ゑ二二

匙盗桑鱈篶茱少非行のなかでも最も、ウ膜飽な型の行為雫

あり，14歳未満の触法少年砂8、割以上解、も及義で稜るδ1

なかでも・体力のない少女の盗みはとりねけ多‘、孤その

動機嬬必男子り易合のように遊興，1⊇｝慾食」生活萱なξが

雄鮪蘇樋の惚果襯，、y悉品獄昂の曜
興的多数を占齢鄭1翼‘1一．第・、♪＝1二1娼き岱奏。きヒ』3．1》．ゴ

（母轟ヌ諺碧、第げる1β歳の少女の疹例勤，小学校独年の

肇園万馴きゑ蜘酸貞し露以後家犀肉窃輩か島学校内窃盗

今と，移行畠導めマな嶽比較的単続な非行的反応機制をも

g◎非行参習慣化する卸期㊨瓢く1あ凱あれた例と言うこ

とができる。氷島は年少非行を問題にする際に1。青年期

以轟り非行タ爆津っな害らえ方を二しな箆薙ばな亀な険と

いう考えのもとに，児童期非行の特鍛をβ、点，透．嵯，マ・い

魏第1．廓小難鰍脚よ 謎本鋤嫉縢団は
存在．レ嶋忌忌心それだけテどもの婁貨的文化タの感染の

度倉鮭少な瞬の趣曙奮ぐ集団化の傾庫跳みられても， こ触

法行為と一して騨獅窃盗の形澱も多くみられる姫

う点哲多蛋1緬疹諏鷺嬬ご、ヲト行の理解を5』．不必要に神経

症蝉囎纈磁麟縦瀾 し絢し献ζ臓め
な荻ら郵重葬う，レ頴堂観子閑係の諸間題跡穿行性形成の

主要な巌鞭、になると 鴨主張であ1る。葱う 甑指摘
は黍事例｝モ重そのまrま当て嫉まる。イ本児の’司囲には，さヲF

行の環境負困蛙み訪たらないしガ．ゆり，に不艮集団が存在

レな占レ羅重凸そ礁が強い影響を及曙したと1ま考えられ

な厩阜媚嬢麗調暁…るわ鋤れがと欄翠
に、レたこ嵐はプ、やはワ基本酌なA間関係饗ある親子関係

の歪みであっ爽1二とも，｛・ また事実である。∵二 『1・ 石
き　1ご二

。、r柱的非行づll、暴行応傷害ヂ・殺人などの触法行為を犯 しな

子どもの多くは，それ以前に半ば常習化された盗みの経

験をもつことは・前章の児童相談所の非行に関する癖例

を基にしな総拓的な研究でも明．転かヌ，訪る6
その意味で

蘇高次の非行佛展する以前の，き：子ど肋働硝辮

害がみられる年少非行例をここでと、りあげ，ε親子関係を

中心としな劣、り，葵本的な非行形成のメ、カ，汽器肉を詳細に

棟耐する；とは，丼年少非行に対する早期《）治療教育や予

防点も考え合わせ葦≧ 武意味ある轟≧拳考え多‘尊、訣：潜

ゐ　灘r’； ．・㌧：
、』　・云＝ 、い1く㌧『！く、lr l㌧．堀「』戦1穐 蹄14、ε（ヤ

；1・dン』1』㌧‘＼　：ンニ L　ll＝∫ぺi．∴　巳、・しこ1詫’i妹坦、甲f父

　．〔事例〕 本児は聡歳の誕生日を間近嬉ひか塞薦あう

、

既i、母規に？処ら紅て当研兜所に来所した誌友達ρ財

c一布から現金聖抜ぎ取？たと，こるを先隼嬉見ρかφたの

』・唖あ蚤。。初対面セ等 郵かかわらず，．懸要ど不、杢と目が合

うと「こんにちは」と気軽噸賛騰、騨魏撫
・．「 雛にも見躰ない磨〔‘荒毎，河区灘うか」・「と

甘孝るよ、与なロ調で護しかけ驚く・る轟年齢り割には幼

い顔つきで，かわいい印象鴛受財顕熊．体つ．き曝鋳齢

相応である。 ただし，初潮はまだ迎えでO・な蔀。O．墜
．．

　既往歴については， ・三角筋縮少以外に妊娠庵出産，1

その後の発育で顧こ間魑はなかった。ひとりち辛ゐぜ

腔幼い時か樋瞬りできなカ≦っi鎌 1ら餓
，る認でも友違獄醐一入墜叉鱒1渥
、日よろ’こんで登幣嘱r友縣燕画磁レ1

∫とも思わない鱒鱒’趣らレ嘆猫」、も勲・…一

鋼は㌘贋礁遡騨でレ’つも幽鯛例、
κ読むが，熱中穿みと撰業中でも平気で読みふけづで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほいる。I　Q114（鈴木ビネー）。　 『 ”　　 こ』鯨’一

　本児は小学4年生の時の父｛躍爵牟参集団落万引き

二し鱒臨餐．ζ、カき麺・半嚇鱒麟騰瞳室

…をぬけ職籾熊誹も》ったが・その鋒画卸

男性の触醗わ塾’ろいろ親身に目を嫉鰻ら：

【ったせいもあってド問題行動はほとんど起こ∫しで瞭葦

ル・・盗み腱織て掲よう縁ったのは，むし祷

寧6年の後半に塗づ云から魅あるぎ家庭教廓め家かぢ

辱れいな飾りの塵ジ』（許円相当）1を 携鱈徳
矯ぬ顔をしか趨満勧財布力、ら醸継扉
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石井他霊’年少非行に関空資研窄て（第ユ．報）

　揖好きな物を貿ったりしていた♂ 今回間題と なづた疏

f、1校内の現金盗難事件が起ぎなのは，。＝ 中裳婁年の12月の

　．ことであづたゴ生徒の、ガ苓ンから現金が納失す多事件

　。が数回続き，二4そ㊨時教室に本児r人が残ゑていたのを

ど．目，撃されていただめにダミ犯人として疑いをもたれる；．

い撮になる“職員室に呼ぱれ詩先生から詰聞されたがダ｛、

＆自分は盗んで吟な悟ζ主張 じ，こ ぞの廃嫉そのま言家に

、帰された♂家で嫉狙大扱婚されたのが養やレいと，，し

みじみと．泣いたというポ母親も二り時はバ我が子が犯

∵人ではないと固く信じていた薮しか幌，1数日後ヂ“今度

、二は現金を盗庵で》説るその現場を先生に押き」られて幅塞

　うたのであるず合までの盗み も寅べて自状し礎盗んだ

』お金は総額で71モ8，百円鱒な逐と恥う。1母親は電議の

1向こう1で菰あ多レ賊渓また相談室の中璽丁子どもに襲切

』、られた，rlもう信，じられな停／上と，r．なだただ泣く，ばか

　りであった。その後，。盗んだお金を返歩ため1報．母親

Pは8千円を封筒に《れて子ど織に手渡し，た6，｝わ二ろが

・いつまでたっても先生海らの連絡がζないので礎不信

、に思レ♪学校に間い合わせてみる、と窮担任はまだ現金を

　受けと1づて吟ないと適 う、。1・そ④こ≧を母親が本人に問

・羅｝詰めると、，ン万私嫉6i千円しかとうて硲ない吸に，㌃先

　生がうそを2いている々だ6トだから，ll塗塩なお金返す

ことないがら籍その／日！¢）内セこ亮店1で全部使づでしまう1

　た」』≧答えてい逐5．！弓レ♪1、具．；i．蛍、☆、ご♪i毛》1・・『、

　二 父親は40歳で銀行員猷仕瑛が忙、し．く，』 ま、り，家庭で

　」の団らんを楽しむ余裕はなbが謬それでも時間が矯き

』るとダサイクリx〆や卓球など陛子どもを？れだした

、皐ワする旋本児は母親と地尋，済やや神経質ではあっ，ても’

ぐ父親¢）方に自分の気持や学校での出来凄を話す二細が

跳多や＊う：であ多。β8歳の母親は，史幼ヤき頃に実父ξ殖に

さ別れ必それ以後鉢築母の片腕ξしま働き，：1家族の隼活

・㌧ の面倒重遜ていたら・し公欲 1家の都合で高校を中退しゲ」
＝

ま一編物の師匠Φ家に内弟驚として住込み，τ、朝＆時から毎

唄騨嗣敬励勲燐獣弔あ観、llその熾
煙か，二～白分の気持を押農るの跡習悔化1ヒた虞う な所燐義

r叫，il恥つ蚤何か確悩ん頴》るよ灸な物藝》・表情をして

舟惹員が多皇喜びや笑いはあま臓現臆レ嵐金
回の盗難事件が発覚レた直後撲麺なだオF、オロ して減

　くだけの毎日であり，ζれが母親の凌吻γヤ駐 》グの
・1 ．場面になっても1乳 路F子ど黄が衣人マ悪路なうなのに，

♪醜ぜ虞分は鱗絞苦労しチ悩まさ纏ければならな

。公のかわ姉砥．）」、1二職分は母親ζ、して変樋必要ぽ

i！1な公あ というrの鱈・乏終鮪r貫 bた態度護夢烹爽ぴ彊暫、

・冤ピ倉期間中，，本児夢煮度だ弦面親じ？いて冥創に語萎

じなこ占ばを要約す：ると趣馨鮭 日、曜目、にはきまづて会社

　玖④人と釣り嬉行玄でしまうゆで淋レ婚δ、・母と、たまにデ

　」捕71転に軍笏嬉行∫くが，lli用，蛮㊧あぐ所だ吐しか見な矯

　漁でさがさと帰づて！レまう61．岡親と峰人で出かけ《郵，ン

　＝ 』すぐに早く・帰ろ与豊 しか言わなレこoi潔7卜？グリ、r燕

　． 1を買鹿てもらうことだ瞳萎楽．しみ昆と魁う，こ三ζ頂疹

　霧る。」｝恩業・r　r・’一・ド 7く、さ，寸｛ぺ＝巽シ　，・｛，r∫1i
i肩．い

　　ヤ’ンこ一1髪： O　lジ⊃瓦1、ン亡」託 、ll　l ？ 乞・』 ・叡』・い、』 ∫いこ 』1随い

　唱 ・㌧♪『人 ：’：』∴　』ζマ』1『 F　l：き 』・∫、』・・
・＝

電二⇔べ〆、 1』、』 　oゴ1

　r・r毅には・二親の子ξ嶺尽対する愛構や承認の欠如， 1装

鞠瞭理解が少女勿晦の劫る要因にな肺融言
ねれてやる。』 本事例でも矧親豊テA特に母親之子ゼ重⑫

間φζこか歯車が噴み合ウ療いな齢関係を見逃すわけ峰

ぱめかない6∫却言言え癒こ，う一隻た親の養育態度嫁免kなに

　直非行顔け腫はなくゴ』、肇棟㌍否や神峰性習癖など，ミ・子ど

　ものさまざまな問題行動輩ひき，起ζ玄可能性を含々饗公

る尋とは誰もが認めるところであ盗。．～問題重ま親壬闘係の

障害が・置㊨よう鱒髭て非行・（盗み＞1と勢う行動に結び

9いたかξ虹う琉年甥師狛卑¢ソ， 糎扇糊確化レ
ておくこξ塾必要ζなるδ＝1ぐ・》指亡泌猷ヌ1き，ン．「

』二 づ
、1

≧
，本事例の母窺にぐ子ど もが伝達彰表現レよ1うとする真

の意味につ丸’頴嬬鈍馨璽薦相手の感傭や慾求なr菟澤蔭節

世界を美感的蜂受けとめ姿善≧1曝苦手のよ 髪婚思わ薮
逐む癖件輝発単．し表沙汰犀なうた時隻・、子ど職頓衷切ら

欺ジ泊分セ齢やしレ激蕃レ蝿三鞘神醍φ緊張鍛的

世界豊の薦藤寮々ζ体験曳よ至≧する題向やヂ聞題を畢

面耕ら取紅な訟と査避セキ迩自耳憐悩に終始す多鱒向藻認

められ摩g初回の母親衝接後が本坦畦興親㊨1顔を見∫一

じ「お母き肉まな泣恥た嬉，、・目翻捧㌧・よ券大求乗？」。ζ，il

やさ、しレ、》心ずか喚を見せ心逮るiで母蚕子の役割輝逆転し

たかの函ろ重あ多。きそれだけ本児昏もこト自分が起こ：した事

の駄趣鱒騒批嫉髄引セ・て噛雪娯な
るのだが。㌧孫、脈≦』・レ・ 』づ獅li＝1＝1短黙将，

，

　一タマピrのある日道予約時閻よ1り亀呂P分前艦来所レ為

2人は，並んでソフ7一に腰襟け㍗磯。．その閻ヂマ母現

礪重く二沈痴だ表贋で査力）ふに何か小電．を言う罵訟る様子

である哉‘磯鵬熊萎め嘩タ 慧烈ζ・うなずき嬢

ら沈痛な面持倭鷲量 れを開惨て》）う融時間壱華な．窃ノ＝．④

で，スノう1なカ…さオし羅雪塗酸！r室を監禾多が，婁と、て卦不満惹iラ・

な顔つぎを；し護ふ＝ζくさ艇き…輸資♂、［お母さ冷琴侮1凄蟹’

われたゆ？」・㌃と 聞、く・と忌、．＝「鮨生ダレ私ヤ》？ま療こ彰に来な

嫉れぱy》げないの土≧聞レ、てKl；i転1二「澄ζ．瞬奉る璽事身

嫌畦なゑち｝湧た孚 』，≧冒、うと凄乎そう品だ？てお母壼

冷をらいρ㍍〔．お前が悪い豊豊す愚なら薫忙しゃの罷2

時問もかけてあんな遠く1まで行かな忌む粂ち禽1遂て転な

セ憶ドiお金もかかるから毎晩遅くま，で肉職レ廼藁体も疲れ

屈鋤r



（自・本総合愛．育研究所紀萸二；1鰹や第魚集い

之uま⇒たぢで言うゐ詳今臼淀ろ莚電軍の中酋ずみ．きだ

蛋」曙、言底Uぞみ後3b分筒照机の上匠顔智写づぷせにし

て身動ぎひ勘，瞭u寧畢がそ麟をとり1も熟じだの

かジ ・軸チ槽の中が齢シガめ絵δ｛掴硬ある鉾ル

をi枚見禰丼防わレ蹄櫛とれほO㌧寸ど習りで机

の上に置き，セラピストを誘ってママゴト遊びを始め

る。遊びの内容や話し口調までが急に幼くなってしまっ

た。しぱらくすると，本児は先ほどのシールを黙って自

分の赫％繭譲緑ろ一麗だ詳喪ごにあ雛モチ
輩ほ皆ゐ蛇がぢ芦持ち瘤えぢ参苓兜めだ測llど醤ぢど，さ

何ら皆霧ずに先の机の王匿むどす諾ぞれ渉らめ遊びめ内

容ぼ益愛選荷的な穣相をおびてぎ・冬許妓夢セズ・ドめ背甲

彪替えるま1お1に抱ぎづ“赴り，じ我示ま寝を言らそは幼児

め渓う捉駄殊をご籔淫り』も罎遷ま｝1勢ラ塗置終了後轄ふε

気付財・遣机あ馨を見る乏拶む疹累曾泥ぱ捧シ労のジ」｝遥

は見当だ 霞濠がらiた詳貯ジ’“二さ恭文礁ハ鰭11∫ン1ゴニζ1玉

黛母親ほ淫えむ本児をおかぢ蓉ま匡拒香しだ珍，無視u

《藤る身う酵でほない。： 将桑葦孚矢箭お人間匿成長じ宅ほ

しいと願って，家庭教師をつけたづ11泊常生活めとまど

ま険琵ギ縄漉意をま谷硬赫う・茄1爆れ力錬添惰

緒的な結びるぎに襲壽ぢき耗た批判兼注意では溢ぐ急本

犬φ気痔を無挽・ゆ滝斗ガ的な舞i修づけにな零乞噛るε葱

ろに商題がある。戊親むど壱が芸ぞまそ：し冬汐自ら家庭

あ安定や愛ぢぎを見出そう曽努力ゼせ廓る菱餐には見受

げら冠碁いぎ ㊨渉も両親ほ，ン1・央婦蘭め蔦藤や自分自身の

憩情淀気持を奪おれ地“る甦めに罫親め社会規範や価値

観レ蟄露質性薯共通毬に欠猷器馨迄場がおおよう 匿思わ

れる。i ．薯め場め状涜や感惰に左右され七物婁を判断ピセ

・已蒙じ｛1こ・亭建もに対じ更な矛盾め壕“適切な指針演なが

なが示せな仏愈“るま：累享ヌめ皆痂、 ら遅れな聾・＝1よトう・幡

芝’：家庭薮師蓬づげ尭1り，・珠算塾に通わ懸完毒，じ子’どむ

がさぽった時の母親の口癖がいつも「お金がもろ泥いな

内i 面卸鍵翻親碑当あ気雛うが頓とはでき
壕溝の羅ほないだぢぢが計1・㍗1冒警ててう’、X蕊，類人S

ヤ窺め規範や価値観が混乱じ宅協た1ヴ戸矛盾・じ1∈ぐ しr：れ

迄ま務それ建み子どもの逸脱した特動を 挿！えさる二力ほ弱ま

’り ，ニメ逆に非行的価値規範の乞1り抜れを促進する芝蜘．う悪

循環撃嫡まる’ま∫：ピ宅や～1親に期待を参けられ之C・るご

るが感彦られ海電ひそンれが努力によら《達成される範囲

を越え《恥るならば為子ど港め混乱は嬰層増緬され無力

感を味わ審縦る結集幡終わる富本児菰作ぢ菱箱庭でほ母

親がライ』オ玖と毛望中央に登場邑，しそめ側で本児の分身

脅おるタ寡華が恐る恐る接近’じ濾1り画遠ざがぢだりじ宅

遜6光景を詩父親4）分嬉曾汚淋遠ンくく恭ら眺あで》Sるズ
ド・

歪詠よ躰展開さ轟庭が，主とれほ真にさゐ家族を象徴的に

蓼親し愈・る乏瘤えよ56∫ン …突妹議．侭螂ジ1橡

く廻写しだ状況にあづ噂渉本児は自分の行動知考えめ指

針どなるチ…1信頼をよせるべぎ枠組があいまいなために，

不安定な状態亮置がれで硲る亡とは容易に想像がうくr。

親の事なざじぱ常に子どもめ欠点喜弱点にぞぞ演れ，l　i親

が子どもの感情や要求⑳う，ぢで認知滅きるのほ，昏親自身

の感情や要求，おある¢・は期待に合致できるものだ歌であ

る。誰糖分を理解じで姻なレ秘感じ脚ジ状がら期

待されで6な瞬』認められ焔いないという 自己像‘ま△子

［ど む淋架団生活の中で身にづけ之》5ぐはずの協調性詠絶

愛性，7自尊心などが酒養ざれるのを妨げて じま1うぶ非行

少年乏接じズいて許彼らがぷど肩の力をぬ噛だ時渉、「オ

1レ1』．ボカ：だがらな少．「私跨駄目なめまね」一乞心らすこと

ぼを耳をヒするがiンこ1れは地道な努力を初めから諦め向し

ま“，＞仲間ど競う、二壬漉ら一む安易に降サそ巳まいがちな

彼ぢの心髄如実に示礎》・る。・蘇寸τし乙』引遭し

Fl・非行少年は，1欲求不満や萬藤状態琴陥も6 た時i〕 その原

因や解決策をりきづめ之考えよう老』ほせずに芝その場の

なう⑩きがら栄i梛的，5短絡的に結論づけて行動じ滋じま

1う：傾向ぱが壕サ顕著に認められるダ生体内の緊張が高ま

毒て樹，σ〉それをたくわえ竃お『く 耐性が低く，，∫・がつ合理的

な適応機制を体得隣いなし、ためであるδ’一齢・㊨ぞの

時，章自分の行為レご対ずる二情緒的反応を抑制心で熔るの

で，社会規範から逸脱したことへの後ぢめたきを実感す

るご乏1は，lrl為時的に老蛋向避でぎぢ訴習慣化ざれ漣盗み

ほ別とむ這ザ初期め盗みはうぢ積むたや．り1きれない気持

ヵ、ら♪悌ど何がにづがれたように金品を手にしたの艶あ

ら之，・・盗る・ごどめズヅルや冒険を楽しみ姦成功の澗足感

を味わうま うになるのはぞめ後の1ごど1であ ろ1う詳むか

』じ〉惣みを何面力斑り、返赫ちにぱ，欲騨対象を直接

所看するとと・を 自的と6だ盗みに発展鷲忽廓ぐの賄ある

が，」亀の背景にほ盒無意識的にせよ親ぺの反抗華報復が

隠され迄滝Nるこ．とほ；自誰もガ｛指摘する乏ンごぢそあおき｝ま

たジ沸盗む鶉どレち行為はダある意勲ほ彼むあ無力で

疎外された自己像を強化する亭要国になみで藤ると・毒考

えられるぎ』・下大がむ大吻だど認めちれて派ない駄目・懸自

分だがら，・盗みを凝ぢて勘榔う・詑姦まない♪晒・

ぢF 」種居直った合理化ほ菲め意識匿悩ま1きれなり、だめ

のトかろこうの雷い訳になるド・渕・百7i∴蘇6こ’1：珠＞

　，どは言え談彼らほ自分が犯し差特為庭対し応声罪め意

識をまらだ＜・抱躰《疹ないεほ考えられない試非行少年

ば蕃 く盗む意志はな渉みた愈入に誘われた渉むやらだ，

誰にも、迷惑をがげ紀いな斡 世商淋悪硲など老考え《自

分を納得させ‘”自らめ費任を杏定：じ淀：り二，他詫転嫁させ

る＝こどにまち宅弄罪あ意識を中和させま』ろとすると言わ
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れる。ところが本児の場合，それに加えて退行という防

衛のメカニズムも働いていたのは明らかである。即ち，

盗みなどのように，周囲のおとなから叱資を受けそうな

状況では，発達のより低い，奥り未分化な心的状態，行

動様式にもどり，相手（主に母親）に甘えたり依存する

ことによって，叱責や批判をかわそうとするメカ呂ズム

である。それはまるで，親やセラビストに愛惰のさぐり

を入れるための甘えや退行であるかのようにも感じられ

る。その時だけは本人も，自分の身についた本来の規範・

意識をゆるめ，より低年齢の子どもがもっている倫理や

道徳観を採用しているので，それだけ自責の念にかられ

るのは少なくてすむ。このように，逸脱行為に対して，

合理化や退行によって罪の意識を中和させようとする心

の動きは，かえって非行の常習化をまねく。

　一方，劣等感，疎外感が強く，不安を感じて抑制的に

なっている子どもたちの心の底には，人一倍，周囲から

受け容れられたい，大瑛にされたいという気持があり，

その点が相手に理解され，支えられることが何よりも大

切である。ところが，自分の気持を明らかにし，それが

認められた経験恭少ないために，彼らは他人からの批判

や嘲笑を予期して恐れ，なかなか相手に自分を衷現しよ

うとしないのが普通である。本児が描いた人物画には，
　　　　　　　　　　　　　　　　く
清楚な服を着たかわいい少女が表現されているが，なぜ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　じか左手だけは体の後ろに隠されている。本児のつくうそ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　には，誰にでもすぐ知れてしまう ような一時逃れのうそ

もあるが，たとえ親で転真実を自分の心の中だけにし

まっておいて，のぞかれないように隠しておこうとする
　　　　

うそもあるように思う。

　セラピー過程全般を通して，本児が退行的な遊びをし

たり，甘えを表現したのは一部にすぎない。大半は中学

生らしい遊びであり，セラピストと2人で話し合った内

容もまた同様である。家で飼っている2匹の犬だけが，

本当の友達であるとか，野に咲く花が大好きで，根ごと

家の庭に植えかえたが枯れてしまって悲しいなど，素直

な感情表現も多くみられた。時には社会科の教科魯を広

げて，世界の穀物生産のアソバラソスな現状を理路整然

と得意気に語ったり，新聞記礁から社会の矛盾を的確に

批判するなど，一方では年齢にふさわしい価値基準や規

範意識をもっているのである。こうした本児のもうひと

つの側面が尊重され，一貫して認められていかない限

り，主体性や自尊心を再び取りもどし，要定した自己の

規範を確立することはいつまでも輿現しないであろう。
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